
N一エチル7ニリンの濃縮度試験成績報告書

1．試験期間　　昭和51年6．月て4日～紹和51年12．月25日

2．試料名　　N一エチル7ニリン（試料姦K－180）　．

　　構造式
　　　　　　　　H、．CエHs
　　　　　　　　　　N

　　　　　　　　　◎

五試験方法及び県件

1灘三／…一一一・一
　こ1試験装置及び機器

　　（a）水系環境調節装置　　流水式

　　（t⇒ガスクロマトグラフ　　　1日本電子社製　■2』O　IK　P　P型

　五2試験条件

　　5L2，1　　　T　L　m試験

　　　◎　試験魚
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　巌
　　　　ヒメダカ　平均体重　0．279、塩化第二水銀検定合格点

　　　　巌田端健二　用水と廃水⊥i，1297～｛505（1972）

　　　◎　溶解法

　　　供試駒質2．5貿をイオン交換水2．5乙に加えスターラー

　　　　で」獅』醂して1。・・ppm（V／V）の鰍欄肌

　　　　た。

　　（c）　試験i温度　 25±2℃

　㈹結果　　48時間TLm値　105ppm（V／V）
ム22　濃縮度試験

　④　外部梢毒及び．順化

　　〔1｝止水状態で10p　p轟塩酸クロロテトラサイクリン

　　　溶液にて24時間薬浴を2回行った。

　　（2〕順化条件　　25℃×12日

　◎試験水槽　ガラ選製容量100乙
　　　　　　　　　　　　　　流水量　 582」己／日

（c）　鼠験魚

　　　　コイ　 平均体重　 約249
　　　　　　平均体長　約10㎝

＠　溶解法

　　　　義2．1（◎に同じ。

（●）　試験盤度　　 25±2℃
（⇒　設定機変
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　48時間r　L皿値1　05ppm≠1　00PP皿一の　　　 ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　100
　　　　　1
　　　　　　　に設定した。
　　　　1000
　　　　　　　　　　　　　　（単位、p　p　m（V／V））

実副値

　　表一1

1　　　　　　　供試駒質」

第懐産屋　　工0　1
　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　1

謔Q濃度区　　　　α1

滴縮倍串を求める窪めの平均濃度（単位：p　P厘（V／V））

！　　　　　12w 5W　l　4▼　1 6W　　l　　　」

1第1濃度■区一1．54
“o悔56　、　　［ “6　「　　　！

ロ壁重度区1α098 α1071ω14 α118i



ム25　分析試料の前処理

　⑤　魚　体

魚 体

・体重測定

・細片化

←イオン交換水　 104
。ホモジナイズ（5分間）

　イオ’ン交換水　404

・蒸留

残渣 初留液50謡

1：縦艶ム，。糊x・回

水層
クロ”ホ．ルム・層一

　　　㌃説：水（無1水硫酸ナトリウム）

　　　・乾固（・一夕リーエバポレーター）

　　　　二硫化炭素
　　　。足軽（25一又は5釦¢）

　σC試、料

．（以下余白や吹貫に続く）

◎　試験水

試験；水
　　　　　　　第1震度区第2震度区
　　●採著く　　　　200獅4　　　14

㌘紺濃う51㌔瀞1×・回

水層

五2．4

クロロホルム層

　　　　。脱水（無1水硫酸ナトリウム）

　　　　・乾固（ロータリーエバポレータ一一）

　　　←二様化炭素

　　　　・定容（20”ε又は104）

　σo質料

　分析条件

が苓クロマトグラフ

検出器
充てん剤

カ　ラ　ム

カラム温度

キヤリ7ガス

　　　　日本電子撒　20K7P裂

水素炎イオン化検出器

識、鍔，象謄躍．欝
ガラ』べ製　 2翻〆×2”審

15・0℃

窒素

（以下余白、次頁に続く）



4．試験結果

表一2　濃縮倍率

祠鋼11
　　しSUI 6▼ 付図

1
付表 I
r10　』 7

一
； 1　4～8 I1

5

4　611 1，4～8 5，4，6

1第2灘区11て5＊7 P＊62，4－83，5，6
　　　　　　15　＊d＊71＊7

　　　※分析限界以下のため参考値とした　5．1にて説明

二その他
　5．1分析眼界一に’ついて

　　　機器の検出限界は（図一5参照）・豹5PP血である。

　　魚体重509、最終液量5■¢、回収車75κと考えれば

　　　　　　5
　　　　　　　　　　幸1ppmと吐り
　　　75　　　　50
　　　　　　×　　100　　　　5

　　魚体中農廣で約1PP恥が分析限界である。

　　水槽濃度はほ皮設定値に近いと考えれば濃縮性の低い鶏合

　　　1　　　　　　　1
　　一＝1　　一＝10　　となり・簾1濃度区は1
　　　1　　　　　　α1

　　倍以下、第2濃度区は10倍以下表示となる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　　上


